
 

 

瀬戸内海国立公園指定から90周年を迎えて

 

 

「世界の宝石－瀬戸内海」を磨く 
～美しい瀬戸内海を私たちの手で取り戻そう～ 

瀬戸内海と私 
 

NPO 法人グリーンパートナーおかやま 理事長 

藤 原  瑠 美 子 
 

１. はじめに 

瀬戸内海は、日本で最も大きな内海です。本州・四国および九州に囲まれ、紀伊水道と豊後水

道で太平洋に、関門海峡で日本海に開いています。領域内には大小約 700 の島々が存在しま

す。（環境省ウェブサイト「閉鎖性海域ネット」より引用） 

そして岡山県には、瀬戸内海国立公園金甲山、貝殻山、天目山があります。とても美しい自然環

境と景観、歴史などに恵まれています。私たちは、未来の子ども達のために継続的に活動をして

います。 

 

２. 活動の目的 

   グリーンパートナーおかやまは、平成 9 年(1997 年)から瀬戸内海国立公園の環境保全活動を

開始。平成 21 年(2009 年)から香川県土庄沖にて海底ごみ底引き体験学習を開催。またフォーラ

ムや百間川、旭川などの河川敷にて海ごみゼロ作戦一斉清掃活動を開催。子供たちには『里山』

『里海』『里川』の活動を広めています。また美しい瀬戸内海、瀬戸内海国立公園を残す為に、子

どもから大人を巻き込みながら地道な活動を継続しています。 

写真-1 令和 5 年(2023 年)12 月 26 日           写真-2 令和 5 年(2023 年)12 月 26 日  
日本財団 瀬戸内オーシャンズ X 塩入 同 様               中高生集合写真 

                     

  写真-3 令和 5 年(2023 年)12 月 26 日 

NPO 法人グリーンパートナーおかやま 

理事長 藤原 瑠美子 挨拶 
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３. 美しい瀬戸内海を取り戻す活動（川ごみ清掃ゼロ大作戦） 

３．１ 美咲町川ごみ清掃令和５年【２０２３年】１１月５日（日） 

写真-4 美咲町河川敷清掃                          写真-5 川ごみ分別 

 

３．２ 赤磐市川ごみ清掃令和５年（２０２３年）１２月１７日（日） 

写真-6 赤磐市川ごみ            写真-7 お孫さんと参加           写真-8 ごみ分別調査 

 

写真-9 赤磐市の皆さんとごみ分別後の記念撮影            写真-10 鉄の塊や網、流木等のごみ 
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３．３ 百間川河川敷ごみ清掃令和６年（２０２４年）６月１日（土） 

写真-11 河川敷ごみ清掃                        写真-12 ごみ分別調査 

写真-13 お風呂の蓋、プラスチック、           写真-14 中高生交流会（ワークショップ） 

ペットボトル、ビニール等  

写真-15 集合写真 

   

 

図-1 百間川河川敷ごみ分別表 

 

 

岡山市、赤磐市、百間川河川敷、旭川の川ごみ清掃ゼロ大作戦を開催。 

鏡野町、美咲町は、環境カフェを開催。 

 

 

 

ごみ種類 容量（Kg） 

燃えるごみ 33.9 

発砲スチール 1.2 

ペットボトル 7.6 

缶 5.2 

瓶 7 

不燃ごみ（ライター等のごみ） 0.75 

合計 55.65 
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４. 中高生を中心に瀬戸内海を磨く活動 

４．１ 中高生実行委員会の立ち上げ令和６年（２０２４年）４月２８日（日） 

NPO 法人グリーンパートナーおかやまは、瀬戸内海国立公園９０周年の今年、『おかやま海ごみゼ

ロ大作戦』を遂行するにあたり、県内公立・私立の高校生が、海ごみ問題に対する理解を深めるととも

に、その解決に向けた対策について考え、今後のボランティア活動の実践に繋げるためのワークショッ

プをゆうあいセンター（岡山県ボランティア・NPO 活動支援センター）2 階第一、第二研究室にて開催。 

議論内容は、下記の通りです。 

・海ごみをゼロにするための方法について 

・海ごみ問題に無関心な人に関心をもってもらうための方法について 

写真-16 ワークショップ発表                       写真-17 ワークショップ発表 

写真-18 ワークショップ発表 

1 班から 8 班の代表が前に出てワークショップの発表をして頂きました。 

 

４．２ 中高生と他県の学生との交流を経て in 杜の街グレース 

令和６年（２０２４年）７月１４日（日）杜の街グレース大会議室にて２０２４年 中高生会合「世界の宝石-

瀬戸内海」を磨く「瀬戸内海に流れ出るごみを止めたい」おかやま学生行動を開催。 

（１）県内外の海や川での清掃活動に参加して得られた気づきの共有 

① 香川県丸亀市手島での離島上陸清掃（香川県立多度津高校・水産科） 

オンラインを使って事例発表。 
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牡蠣パイプは、どんなものなの？ 

⇒広島特有のパイプで牡蠣と牡蠣のスペースを 

空ける役割を担っている。 

何が問題なの？ 

⇒自然災害等の影響で大量流出 

⇒そのまま海ゴミになってしまう。 

回収作業はしているものの、追いつかない。 

写真-19 牡蠣パイプについて 

 

② 岡山県倉敷市六口島での離島上陸清掃（岡山県の高校生） 

 岡山からは、中高生が六口島・手島の離島上陸清掃に参加しました。ごみは、漂着漂流ごみが多

く主にプラスチック製品、ビニール製のごみが多かったそうです。子供たちは、参加してみて小さな

ごみもたくさんあり漂着漂流ごみを減らすには一人一人がごみに対しての意識を変えないといけな

いと思ったそうです。参加学校名（旭東中学校、岡山理科大学附属高等学校、精華学園高等学校 

岡山校） 

写真-20 活動発表                         写真-21 活動発表 

 

③ 愛媛県松山市内の都市河川での清掃活動（愛媛県松山西中等学校） 

写真-22 愛媛県松山西中等学校事例発表 

 

④ 広島県福山市芦田川での河川清掃 
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（２）行政サポート情報の共有 

① 宇和島市海洋ごみ対策相談窓口の取り組み（愛媛県宇和島市役所） 

写真-23 日振島（須坂海岸）漂着漂流ごみ       写真-24 赤丸は、人が小さく見える位、漂着漂流ごみの 

量が多いです。 

 

写真-25 事例共有のあった自治体でのごみ分別の違いがこんなにも違うのです。 

 

② 岡山県での支援体制の紹介 

写真-26 支援体制の紹介 
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写真-27 中高生と共にごみについて意見交換          写真-28 中高生と共にごみについて意見交換 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

写真-29 中高生が考えた海ごみセロにするには 

 

写真－３０子供たちの発想は、度肝を抜く面白さとカッコ良さが GOOD！ 
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４．３ まとめ 

おかやま海ごみゼロ大作戦 中高校生実行委員会は、2024 年 4 月現在、岡山県内の中学、高校に

在学する生徒を対象に呼び掛け、下記の学校が実行委員会として参加してくれています。（学校名順

不同） たくさんの学校と中高生が協力し、瀬戸内海を世界の宝石と誇れるような活動をグリーンパート

ナーおかやまは、輪をどんどん広げるために継続的に活動を情報発信していきたいと思います。未来

ある子供たちのためにも私たち大人が一緒になって美しい瀬戸内海を守ろうではありませんか！ 

 

 岡山市立操南中学校 

 岡山市立旭東中学校 

 玉野市立庄内中学校 

 岡山市立桑田中学校 

 岡山大学教育学部附属中学校 

 岡山県立岡山芳泉高等学校 

 岡山理科大学付属高等学校 

 岡山県立西大寺高等学校 

 岡山県立玉野光南高等学校 

 岡山県立玉野高等学校 

 学校法人 山口精華学園 精華学園高等学校 岡山校 

 学校法人 真備学園 明誠学院高等学校 

 津山工業高等専門学校 

 学校法人 創志学園 創志学園高等学校 

 学校法人 山陽学園 山陽学園中学校・高等学校 

 岡山県立矢掛高等学校 

 岡山市立岡山後楽館高等学校 

 岡山県立勝山高等学校 

 岡山県立岡山東商業高等学校 

 学校法人 関西学園 関西高等学校 

 岡山県立倉敷青陵高等学校 

 岡山県立倉敷南高等学校 

 岡山県立岡山南高等学校 

 学校法人 関西学園 岡山高等学校 

 岡山県立岡山一宮高等学校 

 岡山県立倉敷天城高等学校 

 

NPO 法人グリーンパートナーおかやま 

 FB http://www.facebook.com/GPOkayama 

Mail gpokayama2011@gmail,com 
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